
資料３ 

まちづくりの目標、方向性と長期的な将来イメージについて  

  将来想定される社会（例） 

【人口】少子高齢化の進行、人口減少。 

【環境】緑がさらに重要に。環境負荷削減。自然エネルギー等によるエネルギー確保。 

【福祉】高齢者の割合の増加に伴う、福祉サービスや体制の充実。 

【都市】人口減少による都市の縮退が進み、集約・効率化した都市構造に変化。 

【労働】ＩＴ技術の発展等により、職住近接が可能になる。 

【住宅】耐用年数を超えた建物の更新。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの目標  

『新しい魅力と人の和を生む団地再生まちづくり』 

まちづくりの方向性① 安心して暮らせるまちづくり 

防災・防犯体制を強化すると同時に、住戸の改善、医療・福祉・介護等

の充実を図る。 

将来イメージ 
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まちづくりの方向性② 楽しく交流できるまちづくり 

多様な世代やライフスタイルの人達が、気軽に集い、交流することができ

る場を作り、コミュニティを再生する。 

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性 

まちづくりの方向性③ 利便性の高いまちづくり 

すべての居住者にとって暮らしやすい生活サービスや公共交通を充実

させる。 

まちづくりの方向性④ 周辺から訪れたくなる魅力のあるまちづくり 

地区外から訪れたくなる、住みたくなる、歩きたくなるような団地の魅力を

作る。 

まちづくりの方向性⑤ 環境を考えたまちづくり 

緑があふれ、敷地にゆとりのある住環境を生かしつつ、省エネルギーや

省資源対策へも配慮した団地を目指す。 
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検討会で出されたキーワード 

 

まちづくりの方向性 検討会で出されたキーワード 

まちづくりの方向性やビジョン 

全体に関連する事項 

 

 

・新たな賑わい創出 

・生活中心地の形成 

・緑を活かした住環境 

・健康づくり、リハビリの拠点 

・コミュニティ活動の活性化 

・自治会加入率の向上 

・多様なニーズに対応した住宅 

 

まちづくりの方向性① 

 安心して暮らせるまちづくり 

防災・防犯体制を強化すると同時に、住戸の改善、医療・

福祉・介護等の充実を図る。 

・地域の防災拠点 

・防災学習施設 

・バリアフリー化 

・防犯体制の充実 

・消防団の訓練施設 

・避難場所 

・病院、医療施設 

 

まちづくりの方向性② 

 楽しく交流できるまちづくり 

多様な世代やライフスタイルの人達が、気軽に集い、交流

することができる場を作り、コミュニティを再生する。 

・多世代が交流できる場 

・地域活動、ＮＰＯへの支援 

・図書館など公共施設 

 

・センター空店舗、空住戸の活用 

・市民農園、工房等 

・文化活動の拠点（例：芸術村） 

 

まちづくりの方向性③ 

 利便性の高いまちづくり 

すべての居住者にとって暮らしやすい生活サービスや公共

交通を充実させる。 

・コミュニティバス 

・バスルートの見直し（市民病院など） 

・生活に密着した店舗・医療施設（小児科等） 

 

・基幹バスとコミュニティバスの連携 

・ショッピングセンターとしての魅力向上 

 

 

まちづくりの方向性④ 

 周辺から訪れたくなる魅力のあるまちづくり 

地区外から訪れたくなる、住みたくなる、歩きたくなるような

団地の魅力を作る。 

・緑のつながり（グリーンベルト） 

・菜園やペット可の住宅 

・芸術文化活動の場 

 

・若い世代が住みたくなる住宅 

・シェアハウス 

・センターでのイベント 

 

まちづくりの方向性⑤ 

 環境を考えたまちづくり 

緑があふれ、敷地にゆとりのある住環境を生かしつつ、省

エネルギーや省資源対策へも配慮した団地を目指す。 

・環境負荷削減 

・調整池のビオトープ化 

 

 

・自然エネルギー（ソーラー等） 
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